
87.滋賀県下の古墳出土

鋭について(2)

野洲郡 ・守山市の古鏡

1.大岩山古墳出土重量

野洲町小篠原の大岩山で大正10年君主砂防工事中に発

見された古tj1である。ニのさi坑については、柳原求ih

氏 「近江国野洲都小篠原大岩山のー古島1純資総合・J(考・

古学割Ltt12-1 )に滞納|が報告され、 i滋m県史 .!lly決1

1l11~ .微婆喜容でも述べ られている。野洲1部史で1;1大岩

山第二需山林t.'Jjlなる名称でl呼ばれている。なお、丸

山:r(i:子氏「古81と古坑i洋口'IJJ( _E1本史論議 7)では、
....，.-;-: 白 r 一一一一大岩山のこの古与l~*右凶郊二番山林古境 、 従来天王
、『喝司 ， 、ー噌-----ー= ーを忌 可ー--

山古司ìt と称されてきた古.tJ~ を大岩山古墳、天王山古.tJ't

として例。〉古約をffJ;している。柳原氏の「近江!{!J洲君11

ノj、篠原lニ於けるこ三の21岐に就てJ (人類学雑誌31-

7 )に 「この同省の商17に'lliリ天王山と俗称されつつ

ある採の在日きは-…・J と述べられているものが、丸山

氏の天王山古墳に当るのかもしれない。ただしここで

は読者の使立のために一応これまでの呼称に従ってお

く。この古瓜からは古銭が5uii出土しているが、 li1ii
{立小片ーのためほとんど研究の対象になっていないよう

である。その 5而とは、fili原氏の論文によれば、「獄事ま

紋尚方鍛能闘争Ilj免・三角縁悠I1U図像45・2党-三角紋隙氏

作争11 ~欽鋭 ・ 三角紋日月天王争þ獣主l/; ' 平殺の îfol~li:破片」

である。前四銭li現在東京国立博物館に所殺されてい

る。以下にこれらについて概説するが、順序li上述の

鋭の順による。

1 1ま資料館の図録では紋Jl任S見とされている Lので、

径23cm納JliHえて'ある。銘{立総原氏の論文では f[二二コ
工刻之成文君主 白虎銭羽i股中央誇111:在日石佳自好上

有山人不老今」と読まれ、欠失している都分は他によ

り「尚方作党大母i務 t'jJ と推定されている。後藤守

一氏の「i91式鋭」では鋭名に(獄傍鋭)と付記されて

いる. 21i資料館図録では龍虎鋭とされている径24.5

cmの舶載鋭てaある。銘iま然、、。小林行雄氏 「三角縁者11

獄鋭の研究J (古墳文化論考・所収)で駄文帯電氏鋭と

して、岡山司王;塚鋭 ・祭良丸lLJ鋭 ・群馬北山鋭との問111
|品l係が述べられ、鎚口lを}))~氏も「古鋭J で論放してお

らtlる。 31;1ニ布11三獄事鳥銃で径25.7cm班1I除鋭である。

銘は椀原氏によれば「鋭陳氏作{金大工 *IJ以周I政明背

銅 ."fIg立高官歪11止策 保子宜孫」で「作」の次め呉体

文字iま f -Mi J で Jうろうとされ、「倣Jli 欠ili~J して不明で

あり、五~初め 「鋭J Iまf作」の次に*るべきであるこ

とを指摘さ tlている。後藤守一氏の 「占鋭汲英J でli

f iij忍問~IJ とされ 、 西国守夫氏 「三角級制1獄銭の形

式系給総説J (東京|量l:iH!}'物館紀裟第 6号)では「鋭
均 11

'*氏{ヤ甚大工 t刊誌関口周脅阿 君主計j管室ilit耳目」と

されている。(最後の 「保子1i:係J が孫ちている)なお

余践であるが、この 「至ibj;束J が問題とな っているこ

とを付け加えておこう。 41ま科i獣鋭 (事11f象者自分の欠失

が大きく正しい神像数不明)で径は21.3cm;hリ納税鋭

である。銘'fh:の方;絡内に rIヨ月天王」の凶字をーと子宛

現すとき hているが、欠失部分があるので四字のうち

こ竿:だけが見られる。ょの鋭に附しては小林行雄氏が

手伝塚山大学考古学・絞話会の第 200匝i記念鱗iiIi会の税減

要旨の付表で大|波横山~}~との同1Ô:関係を示しておられ

る。この 4 而はすべて 「j災式銭」 にも収j~良されている。

最後に篠原氏の事長文に「猪今一例平縁の銅銭の破片あ

り。現存せるは伎に縁部の一小似片に過ぎず、従ゥて

内区の文様主事会〈不明なるも、大さを復原するに後四

寸六分(メートルに換算して約14cm)……」として、

これを幼製鋭と推定されているものがあるが、よれは

所在不明である。

2.野洲町天王山古墳出土鋭

野洲町小篠原の大岩山にある古tm作中の一つで、従

米天王山あるいはヲミ品の〕じ微などとZかされてきた古墳

の出土鋭で、明治 7年 3月偶然発見されたものである。

この古肢の名称に!刻しては大法山i_li.t.l.'tで述べたように

丸山竜平氏の論述があるが、ニニでは従~ミの名称に従

っておく 。発見の占鋭は 3市iとi!Eべられた')t{!}もある

が、篠原米治氏 r!Jff:太野洲阿部に於けるこ三の古式縦

装の;初公報告2J (々 古学雑誌12-3 )に考託してお

られるよ うに現存するむのは 2聞である。いずれも幼

製鋭で、径26.5crnの画像1ftと径21.8crnの三科i三獣鋭で

ある。 画像鋭には擬銘知:がある . 現夜知恩I~の所蔵て'

家者11国立御物館に保管されている。古境の桝造や{半出

i立物については前述の締原氏の論考・に餓って、ここで

は併説しな、、。とよろが、画像鋭の後間に:写真のよう

な僚が見られ、二の大さきが他の三事t三獣鋭と完全に
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画像銭表面の鏡痕

一致するのである。従ってこ

の間鋭は銭前を重ねて副葬さ

ilていたことカe巧-えらtlる.

1tiMからずれていたか、最初

(;iif(なっていたが土庄でずれ

たかは不明であるが、三神三

俄fJl;の表而にら、耐{象銭のよ

うにはっきりはしないが、や

や鋭化の湖:のはげしい部分が

あり、恐らくこのlliiでifiなっていたのであろう。もし

そうだとすると、悔Ii;{氏の冶文の'1'で述べられている

井狩m次郎氏の発見に!刻する絞問のrl'に、山iMtぴに行

った生徒が由主初Jニ)'，・にi切れたJ<:.鋭を見つけ、その下方

から光会なt.・3えを比つけたが、ニの ~ì'í;は鎚t を上にして

いたと花粉:するように飢されている点と ~ìlの示すとこ

ろが由Il依するようである.l.!1Iちニ~(tl対立1併を ffi;ねてい

たのであるから、当然1、・の )jで発!Lされた三事11三獄鋭

は鋭1Mを1:にしていなければならない.ところが談話

では下のS立が3え1'(を上にしている J二ととなる。この点

に疑問が伐るのである。この 2i1iiの鋭についてはお附

議泌氏「日本りj裂山鋭に就いてJ (内銭の研究所収)

に収殺され、 1主総':l'一氏 rj;3式鋭J でL傍原氏のZ貨を
ヲlいて述べられている.小林行総氏の「幼製三角絞?申

獄S立の研究J(jljJ{I文化諸々所以)では、三村I三獣鋭に

i羽して{左1i谷U、大阪両足IIJ、愛知天王山各古抗出土鋭

や閑{三太郎氏In必銭との1司氾について述べられ、後口

~!tl恭氏r ;l1鋭JI: j三いては I，~j鋭とも収被されている.ま

た、 UJ中rlj氏 rn!.剣 .~)t J (日本原始美術大系 4) 

同氏「占鋭J ([Jノドの原tcfî~術 8 )に阿1後続が収載され

ている。

3.山川七左衛門氏|日蔵鏡そのー

「十削11i}，~:'城内紛l:)(l~ J に ~j(.，j品され、 4級品正末ifl J乏によ

って解i泌さ tしている 2 1úÎ の ti~tíて\特に 1 iflIの銭前に

iv.)例凧金れの一時11が付哨し、 rM余の部分も鋳となって

j盆存しているニとで7t門されたものである。梅原氏の

説明によれば rlりJifi31年j!1:i:L:針洲郡三上l1J下の古境に

て次に )I~する同じ式の鋭と Jtに発見せりと伝ふるむの」

とあり、その次に。1主せる [.iJ):¥の鋭の説明においてむ、

rjj句集の~Q と同じく近江野洲1n1三上山下の古噴出土と

云ひ、 Jl:の椛隠lを等しくするのみならず、録fじめ度合

色inに去るまで会〈 ー欽せるは、jJ，j手守が問所に存夜せ

るを示すものJ とi治ぜられている.またjoLj鋭のi立存状

況を推考され rlfijしてifliに大形銭を!Tiねたる如き痕を

逃存するよ')~tlli'、時Îj・行と被崩して}虫採せられたり

しか」とのべられている.共に平総斜線式歎常鋭とさ

れ、2完f干の文線について鋭mされているので、その詳

細1:1 '8銭図絡め.f1~原氏の解説に;11fって符税しない。 fft

の大きさはほとんど問じであるが、わずかに大小があ

る。.t!1lちーは径7.J' 6分他は 7・t4分で約23cmと22.4

cmとなる.銘については大絞め泌l別で翁tをめぐる 9例

の乳聞に「12口口J の銘があり、また銘fWLあるが「

但しニ格引のゐに文線開tIるfiimJにして今ま銘文全く読

むべからずJ と述べている.Lちろん常者・はその図集

の写真を見るだけであるのでそれ以上を加えることは

できなも、な必梅原氏の rlJ本出土の中間の古銭J(劣・

古学総¥.i.M7-4 )ではこの 2而についてそれがふみか

えし(.jif版物)とする公伐の大である二とを述べられ

ている。この鋭に|対しては鎚111徐Llt氏『武市 E隊:B土

銭と七子鋭J (史林55-4 )において、大総民Il~忠治

街道公州の式市二E段w土鋭、 1:f.!，I~ ~，~ itlI. n・山下jJJ't出土Sえ
とのl函JI~'!I品j係について.i&べられていることは it芯:すべ

きことである。このよfE文ゃ r， Ii・ 3立J では品川総式~;似f;: ~>'í;

でなく、 IJJ"'，'(文総鴻r~:J !(I l 七1;決jf，あるいは半 |刷~;獣fi;・ 2止

とされ、 rL'i鋭」では納 )1抵の後i%式~$~に分~ñされている。

また、野洲JnI史 ・概援にも .JI命及されており、後藤守一

氏「i93式鋭J でも rf1~fI[ I I， ':'1説 ~i鋭肱J.wJ の説を引用さ

tLている.小林行総氏も刊?啄11:人-学の記念泌1術会の要

旨付表の努i2 ~毛で「中 [liIjえとその跨み i必し鋭との分布」

でニの続にふtlておられる.UI川氏のllJl.泌1ft.'立今日他

に波っているとの山で、 ~I'fr.'の 1J では追跡することが

できず、仰を者の殺カミをfゆたいと思っている.

4，山川七左衛門氏l自殺重量そのこ

篠原末ift氏 r8 4'MLl:の中間の古銭J (巧・1哲学雑誌

47-4 )の内行花文鋭矧のlJiで r~1勾以来では滋Ti燥

野洲郡三上山総tu!儲からH¥土したと ilうi立品(後20.6

cm)が故IlJJI[ L;友術門氏の反応，ffa中にあ ゥた」との記

述があるが、現物1:1勿;:命'.rj.J'!，等もなく、 i狗項で述べた

世日〈山JlI 氏の収集品の行ん・が4~I I1JJ しないので不un であ

る。従ってここではただ術保氏の記述のあるよとだけ

をi主べておく。

5.饗庭綱民所蔵銭

常3・千愛-氏の 川 i{}~I~~' で、砂Lイ1:'~Jl:HI両氏のNi'j滋となリ県

立琵琶湖文化館に保哲2されている。野洲町出土と伝え

られているが、出土地や光弘vr.月、 H'出造物等--t;JJ不

明である。 f)j製の!iL:文Sえで径11.2cmを計る.樋口隆康

氏 r古鋭J に収)1遣さ iしている.

6.中主町兵主大社所蔵重量

現在Iモミ主大社の立く/ol1に所泌されているが、出土地I立

野洲町付近との伝があるだけで玲細はがJもわからない.

従って1:ド出jn物 L不nJJである.f)j型症の四仲間獄mで径

15，3cmを，汁る。発見のiド月についてむ不明であるが、

あるいは大正年聞か昭和~]J!f-とも思われる.

7.野洲町大塚山南遺跡出土鏡

これは滋災保i立勝目Hに野洲町辻町の大塚山南遺跡

として前方後阿川 1)，~をあげ、出土iむ物として古銭が

記録されているものである。他に記鉢をはず、その祥
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お11は不明である.あるいは兵主)<1上li)I'級鋭がそれなの

かLしれないが、ニlli;似拠のない推測て'ある。 B録

における記持者がわかれば教示を得たいが、とりあえ

ずニこに記して後巧をまつ.

8，野洲町古書波山吉噴出土銭

野洲町山i皮にあったおt{tで、明治29年に間集中古銭

3 疏I を発見している.現tt; 1立t!îtilの凶I影 I~全然見られ

なt、。 fit米，;';1皮合杭と呼ばれている場合が多いが、当

l時このtitnをJ臨えでは市rSil)i山と初日していたところか

ら、小林行雄氏の「三角紋村t!~鋭の研究J (古i{t文化

論々所l伐)や樋口険}，lf氏の〈古鋭J では古rJi皮山内績

とされ、;lttlJI1江平氏ほかの「針洲m>野洲町宮波i立跡調

公報告J (1I({f1l 48.íf.)~滋tY 以文化財閥在年羽目)におい

てもこの名称が用いられている。 3U耐のî!:í~llはそれぞ

れ所iぬ宇?を y~にし、 VLI伸二!i!k~定Ij:Jl!涼悶3主的物館、闘

争11 四J，i~j殺はドイツのベルリン同Ji.土俗 t~~物館 、 三事11五

ìi!k~創立地元竹内正{;1氏(似Il.琵琶湖文化館保管)の所

Jみとなっている. 3耐とも納¥IU立で、径は阻神二獄銭.

が21.8cm、問布jlV刊紙鋭が21.9crn、三科11i1'欽鋭が22cmで

ある。この古川に|刻しては総j京米ift氏の「栗太野洲両

君1> に於ける二三の古式.Iit，~~の調査報告J (考宵学:維~

12-2) の「野洲澗i'l~正村'W皮の古杭J の項に識査の

球細が報作されている.また、滋賀県史 ・野洲郡史 ・

告を婆にも述べられ、放j!i:では，jiji進の丸山屯平氏等の報

告に必いても.鎗泣きれている.以下に銭tこ闘してのみ

二三述べることとする.

まず来荻原l立体物館の問事jl二忠良銭であるが、梅原氏

の前記事1ls'では陳氏作例神ニi味鋭となっている。この

凹神二紋鋭なるf，1司;1主、 to阿波必氏の「再び日本出土

の友J}flí~Î~立に紛いて J (8iえの仰f究所収)をはじめ、

小林行雄氏や倒口1;箭b}tJ:たのがH~;:i品n'í'li すべて ζの名称

である。しかし、後縦守一氏の fi泌式鋭」や「古鋭3寝

袋J では二相11ニ(i伏鋭となっている。これは~H自宅3ニ失氏

r三frl 紛争11欣3犯の Jfh-~系:r，H名目見J (東京悶立博物館紀

要録~ 6 .r，;;・)において fì銭 î~ ~I，~ 'Q; i，皮?，江tHI土鋭にはそれ

ぞれ脇伴のいる成主(父l悦か)と西半母及び二!款の全

身のほかJ と述べられているように、二村l及びその脇

符とする々えにもとづくのであろう。この鋭には r隙

氏作党持大好上平n銭守及協u'e. 身有文京ロ街巨 古

手T!史人王父母 il:!l鯨;玉泉図食Eわなる銘文があリ、獣

足の先に f1)危」の'{:がある.この銘文は箇関守夫氏の

論文に依ったのであるか、.jflj原氏の溢文でl:tf~~J を

r越勺とされ、「モキJの次のここ子 I~ f!i皮般の為不詳J

として、その後の字11rrIllJ と縫定され、また「虎J

I~ r~J と印刷されている.さらに f}j{J の次の文字

は r飢」であるとされている。 ri;~式銭」や概要で、

この銘文中の f_f:;{jJ以 Fを「上布越守友能右成J と

しているが、この「左前!.{-I'成」は ζのような銘文の多

いとニろからの;決リと!ぷわれる.

次に夜ベルリンの阿仲間!伏絞については、お総健白

氏「王手事時代のJilに就いてJ (考古小維必9-12)で

論述され、梅原*ifi氏の「欧米YiU支部古S両手占禁 銭

2監部二J に収4設されている.また小林行総氏の前記諭

文にその同紙Sえとして、弘、iI潟市~i1JS杭鋭、フリア美

術館所践銭が挙げられている. rul1~t康氏の「古銭J

にら収，1主されている。音r.文It?':it!r.氏の前記論文に「王

氏作・立甚大好 伺III徐州車IJl事成 Mi f-I作例l口口口 口

口口口坐小口 Jri(.(j大ずf祭米央」と読まれ、傍l京氏 L

これに従っておらtιる。な j; f欧米流r，!~文}Jlí古2締約紫」

で 1;1; 、 この不IlfJ の文'(~に対し「回囚園 田囚田園坐中

国J とl{(;)じさ hている。よれと "リ氾と IJされるフリア

炎術館ï{~J.免の銘文の'1，主初 Ij， f:f.氏 11j~'~i~大IIfI J で r甚

大好」ではない。フリア続liYj:U がfu.l，ll):Jで r lU~J であ

ることは11fI (1 であるが、ベルリン鋭のÎJIま I~] 佐l でない

ため、万点で総めるニとはできない。なお、 ζ の鋭が

大津市瀬凶織部IlJ鋭と Jたに怖}J~\*ifì氏が 「所311正森鋭

に就いての疑問J (巧古学雑:tdl0-3 )でとりあげら

れて、その銘文に|提lしてやR々 諭ぜられたところである

ことを付け力Hえておきた L、
最後に竹内氏施錠I立、侮!広氏の銀特では三神五獣鋭

とされ、樋U氏、丙飼守夫氏 Lこの銭f，を飼いられて

いる。しかし後藤守一氏1;rj込.JI:鋭J において「四区

に分かれた内区は問仲間獄をぬ:する事t獣鋭別式となっ

てゐるが、事II{象庖のーは、一紳一以として紛々普通!¥'1

を破ゥてゐる.問者11問献絞め袋}杉機式と見るべきであ

みう」として問事11悶欣鋭として必られる。これも銘文

を有するが、銘併の官官分が大きく欠けておリ、銘文I~

一部しか見られな了、、。柳原氏の敏文では「努日月?j完尊

者?口III人……れよ.5以ぷ口…一口口口口r.口口口品?

孫J とされ「発!!;;の'戸'J1孟千平j瓜の銘文に}よる泌と手j'r々

異なるが如 きを以て今ま -~[Wリを求めて全文を彼!息する

ことは慨しJ とiliべらtlている。ところが、樋口氏の

「台鋭J や小林氏の;，'ij~城山大学々古学Mf究?長の記念講

iÎl{会における袋行に{寸けられた r~ ' 1司製三角級:1111獄鋭

の問お銭の分有i品i係J 1"<で、兵/01(コヤダニ鋭、 I'irt間平

川大塚鋭との関係をあげ、その銘文についても「吾作

明党甚大工上布王命以ぷ絵r..Iiチ天困其口部天下

名好世無唆 口口口口t~~口口J (石田)(小林氏の 「古

.Ifi文化論考J所収治文に必けるコヤダニ鋭、大塚鋭の

銘文による)と述べられ、同111':1'犬氏I;t f三角まま事~獣

鋭の同箔関係資料{ヨJ (ミ 1 ージアムダI305号)で、

竹内氏銭についてのj'ifrh!.を1J11えてこの銘文をさらに浮

し< f吾作明党諸大工 ，--イi正ifE以亦怯 師チ天成其

存続i天下r.~千世無銭 !!日時口党ぷ世11太UIJ と読まれ

ている。これらによると竹内氏銭の銘文 I~ r仁二二二コ

ぶ合以，J¥C=二コ口火回r，[二二]口図是正口党務図太山」
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となる。

9. 中主町中隻古墳出土鏡

野洲郡史 lζ 「里J静ijt{l~ 中lJl.村"2:.・ tJtl立 明 治訂正1'- 8 月以:発

掠iに|努し獣形iI;l1菌、剣身、害防鈴 1、管玉、島臼玉の;&

午、特t音E土号E及び馬具破片一指等を出してゐる。何れ

む東京帝~博物館の殺となってゐるが、 ~;の古tjî:の状

況を詳にするニとが出来ないが、 l河村3芝宗作1:光寺派術

所附./Ii%山林に存在してあったものである」 と記されて

いる。概婆の記述い1ぽこれと 同様である 。なおこの

鋭は笥l渇総統氏「日本IJi製古jfiにぬいてJ (古鋭の併

究所l限)に収載されている。古墳は中主町木音I1の7l<凶

の中にあり 、所在地に fLIJ林」とあるのは、地自が山

林とな っているためであろう。{方製の七獄鋭で 、後10

.3cmである。 東京国立博物館に所総されている。

10.守山市服部遺跡出土鏡

これは古墳出土鋭て'はないが、古境l時代前JTIを示す

i立:fi¥'よから出土しているので一応ここに述べることとす

る。服部巡跡については現在なお研究が絞けられてお

リ、正式報告訟は出されていないので、詳細はその報

告を待つこととするが、大統信弥氏ほか rJJ日部逃跡発

掘繍持械事長」が公刊されている。その中で山崎努二、

谷口徹両氏によって報告された「古豹1時代の巡物」の

中でこの鋭がとりあげられている。 f)J製の内行花文銭

で、筏は 7.8cmである。現:ti:守山市のl町長文化財セン

ターに保'管されている。昭和51年 9月発見。

甲賀郡の古鏡

1.水口町泉塚の越古墳出土鏡

この古岐については、4城主Eゃlfl資君11志下巻で述べら

れているが、出土遺物についてはそのJ出土が新しいの

でなんら触れられて いなL、。昭和36年 7丹、古鋭、玉

~i 、 武器武具の残欠が出土した。なお.t11丘からは地輪

破片も発見されている。出土j立物iま現在水口町教背委

員会によリ同町中央公民館に保管されているが、これ

は発見当初か九ではなく後に保管されたものである。

鋭は内行花文鋭で、凶録て・は舶載JJt径13cmとされてい

る。 (保管逃物に玉矧{立含まれていない。)

2.水口町議山大路山吉噴出土鏡

慨聖書の高山古墳群の説明の中で「最も;oj~、所にあっ

た円約線上より 、 昭和10年11 月古鋭 1 商 、 勾玉 l 、 ~・

玉、小玉、刀剣破片等を拾得した。鋭I;t~白木片上lこ鋭

を下にしてあったもので、後3寸 6分、縁j写1分 3倒i

J文り 1 分 3 1J.互の四獣鋭・・ 0 ・ ー…」と述べられ、 図l坂田~ 19

にこの鋭の写真が:tl?Jjl殺されている。しかし現在では所

在不明である。水口町の中西手IJi]J..氏。〉調査によれば、

所有者が勧告に従って続出された自であるが、その勧

告者や級品先{ま不明とのことであった。写真から見て

幼製鋭と思われ、径は換算:すると約10.9cmとなる。

蒲生郡 ・近江八幡市の古鏡

1.竜王町薬師表ヶ絡古犠出土童書

近江古11.1三î:ß :=J三巻"与に r大字詰~r.iIi にては岩ヶ怖のも・績

は明治34年 4月18日発繊せられ、勾玉 511Mとi在刀及古

鋭等を出し」とある。之の岩ヶ世争前打11立正í~去:目録に無

く、名の似た古tJtに岩縫古肢がある。しかし ζ れは岩

ヶ除i!i.tfiとは銭なるようで、現冶:鋭81ゴ二古t.i.'tIま不ßJ~ で

ある。S立もE見干干していない ようで、鋭にl射する詳細は

一切不明である。識者の教示を待つ。

2.竜王町八重谷吉積出土鏡

縦婆に 「百11生都鋭山村八重谷の地拾をiキふー古川よ

') 、得て大王子・山中村間八凶自11氏が古鋭、包ヨし をf'!H:Jf~

石製品を拾得した。古境の /f~状 l止不明であるが、 鋭は

その後東京大場!:人類学教認め所イザlこ帰したといふけれ

ど文様不明」とある。そうして、琴柱形石製品と官玉

については訪I.~月カeなされている。この5宛に |品i しては、

現存するか否かを含めて詳細{ま一切不明である。

3.近江八幡市安養寺上野草塚古噴出土鏡

近江八裕市安養寺に所在した上野.il):塚古布1から明治

45年 2月{こi1;刀、欽鍬、鉄事I害事と共に 1i耐の銭が出土

したことが、近江ii11生t指定、巻壱に述べられている。 IS

鋭lま現在住吉川の区有で、近江八崎市郷土資料館に保

管されている。従来幼製の変形四島~鋭と考えられてい

たが (I昭和55年度滋賀県遺跡・目録でむそのように記滅

されている)問中琢氏の教示によれば、舶械の問禽鋭

とすべきである.径は 7.1cmを計る。ところが、この

鋭のw出巡・物について留滋すべき点があるので、大15'

の参考に資するため述べておきたい。前述のiili生郡志

に q銅版村安養寺上!j.1j・の林中には三四側の古t.i.'tあリ、

明治28年発lk~せし小字企山のï!ï償よりは士1 1議杯i匂~{-l;!ì，

を出す。又U)l1M3年 2月小字丸山のめ.啄より発似せし

遺品は大小のrIll玉 2例杏誕百宝刀等あり 。同45年 2月小

字上聖子の事塚よリ{まifI刀古鋭鉄鍬鉄生T空宇を出せリ。欽

f;flま*'館に用ひしjJなるべし(写真ー参mnJとj&べられ

ている。写真には「桐原村安養寺上野山丸山首噴出ー品

明治43年 2月発搬」として写:rxがあり、その下に「斧

3ml金属 41111玉 3i先鋭 l剣身完会 1断片4jの説明

がある。ところが、今日この鋭の伴出逃物として資料

館に保管されているのは、勾玉 1、金銅製，貯金具5、

鉄製石突 lである。記事と写真と現存品とは一致しな

いようである。:写・J'tlま記事の 3古布。tのうちの後の 2古

績のもののようで、現存の巡ー物を含んでいるが、それ

らの伴出関係i立、 ~m志の記~J.\.から考えて不祥と 震う べ

きであろう。従って、現存の資料館の資料で古れやS立

の性絡をまミ々する ζ とは危険を伴うと震わさfるを得な

いと忽われる。(商凶 弘)

以下次号につづく
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